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鑑
往
知
来

新
病
院
棟
建
設
募
金

現
状
と
一
層
の
お
願
い

　

新
病
院
棟
建
設
も
Ⅰ
期
工

事
の
竣
工
を
間
近
に
し
、
三

四
会
員
の
期
待
も
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

建
設
に
係
る
費
用
の
資
金

調
達
も
順
次
前
進
は
し
て
お

り
ま
す
が
、
三
四
会
員
の
皆

様
に
塾
か
ら
お
願
い
さ
れ
て

　

去
る
6
月
13
日
（
土
）
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
2
号
館
11

階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。

　

吉
野
肇
一
議
長
（
44
回
）

に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
き
、

平
成
26
年
度
物
故
会
員
96
名

に
対
し
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

た
。

　

最
初
に
武
田
純
三
会
長

（
52
回
）
よ
り
、
新
病
院
棟

建
設
工
事
の
進
捗
と
募
金
活

動
の
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

26
年
度
会
計
決
算
が
渡
辺
真

純
副
会
長
（
64
回
）
よ
り
上

程
さ
れ
、
新
病
院
棟
建
設
事

業
に
６
０
０
０
万
円
を
寄
付

し
た
こ
と
以
外
は
、
収
入
・

支
出
と
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
で

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
3
号
議
案
で
あ
る
財
産

目
録
、
会
計
事
務
処
理
並
び

に
財
産
管
理
監
査
報
告
が
、

松
本
純
夫
監
事
（
52
回
）
よ

り
行
わ
れ
、
会
計
及
び
会
計

以
外
の
業
務
が
適
正
に
行
わ

ま
た
、
他
大
学
出
身
者
の
三

四
会
加
入
促
進
、
女
性
医
師

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
三
四
会

支
部
や
地
域
医
師
会
と
の
連

携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。

　

1
号
議
案
で
あ
る
平
成
26

年
度
事
業
報
告
が
古
梶
清
和

理
事
（
63
回
）
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
前
年
通
り
に
各
種
事

業
が
行
わ
れ
た
と
報
告
さ
れ

た
。

　

第
2
号
議
案
で
あ
る
平
成

れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
4
号
議
案
で
あ
る
募
金

委
員
会
報
告
が
末
岡
浩
理
事

（
59
回
）
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
募
金
室
に
専
任
の
事
務

員
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
、
名

簿
ソ
フ
ト
を
用
い
て
卒
回

別
、
教
室
別
、
支
部
別
に
募

金
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
三
四
会
と
し
て
今
後
3

年
間
で
21
億
円
を
集
め
る
必

要
が
あ
り
、
会
員
の
さ
ら
な

れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

第
8
号
議
案
で
あ
る
支
部

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
が
堀

内
行
雄
理
事

（
52
回
）
に

よ
り
行
わ

れ
、
76
支
部

中
35
支
部
か

ら
回
答
が
あ

り
、
支
部
活

動
の
現
状
や

三
四
会
本
部

へ
の
要
望
を

把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た

と
述
べ
ら
れ

た
。

　

第
1
〜
8

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

三
四
会
社
会
功
労
賞
・
奨

励
賞
授
与
式
が
、
武
田
副
会

長
と
三
村
將
理
事
（
63
回
）

に
よ
り
行
わ
れ
た
。
受
賞
者

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

社
会
功
労
賞
：
三
田
村
秀
雄

君
（
53
回
、
内
科
）

奨
励
賞
：
下
田
将
之
（
79

回
、
病
理
）、
臨
床
：
武
内

俊
樹
（
81
回
、
小
児
科
）、

林
香
（
83
回
、
内
科
）、
栗

原
俊
英
（
80
回
相
当
、
眼

科
）、
片
岡
雅
晴
（
81
回
、

内
科
）、
松
本
一
宏
（
80

回
、
泌
尿
器
科
）

　

最
後
に
長
倉
和
彦
副
議
長

（
55
回
）
か
ら
参
加
者
へ
の

号
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ

た
。

　

続
い
て
、
洪
実
医
学
部
長

補
佐
（
65
回
）
よ
り
医
学
部

病
院
報
告
が
行
わ
れ
た
。
医

学
部
に
関
し
て
は
、M

D/
PhD

コ
ー
ス
の
新
設
、
入
学

試
験
成
績
優
秀
者
に
対
す
る

奨
学
金
の
新
設
、
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
（
ト
ッ
プ

型
）
へ
の
選
出
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。
病
院
に
関
し
て

は
、
早
期
探
索
的
臨
床
試
験

拠
点
（
厚
労
省
）、
橋
渡
し

研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
文
科
省
）
に
加
え
、
臨
床

研
究
中
核
病
院
（
厚
労
省
）

へ
の
指
定
を
目
指
し
て
い
る

謝
意
が
延
べ
ら
れ
閉
会
と
な

っ
た
。

　

閉
会
後
、
同
階
中
会
議
室

で
情
報
交
換
会
が
催
さ
れ
、

ラ
ス
ト
は
応
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ

山
上
淳
理
事
（
77
回
）・
鈴

木
悠
史
評
議
員
（
93
回
）
両

名
の
見
事
な
指
揮
の
下
、
参

加
者
全
員
で
「
若
き
血
」
を

歌
い
に
ぎ
や
か
に
散
会
と
な

っ
た
。

（
議
長

　
　
　

吉
野
肇
一　

44
回
、

　

副
議
長

　
　
　

長
倉
和
彦　

55
回
）

る
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
5
号
議
案
の
平
成
27
年

度
事
業
計
画
が
リ
ー
啓
子
副

会
長
（
60
回
）
に
よ
り
提
案

さ
れ
た
。
例
年
と
異
な
る
点

と
し
て
、
三
四
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
医
学
部
や
三
四
会
の

歴
史
に
関
す
る
情
報
を
掲
載

し
て
い
く
こ
と
、
赤
倉
山
荘

再
建
20
周
年
記
念
式
典
を
秋

に
開
催
す
る
こ
と
、
連
合
三

田
会
で
医
学
部
講
演
会
・
赤

倉
山
荘
模
擬
店
に
加
え
て
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う
こ
と
、
三
四
会
讃
歌

（
仮
称
）
の
歌
詞
募
集
な
ど

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

第
6
号
議
案
で
あ
る
平
成

27
年
度
予
算
が
渡
辺
真
純
副

会
長
（
64
回
）
に
よ
り
上
程

さ
れ
、
収
入
・
支
出
と
も
に

前
年
と
同
水
準
を
予
定
し
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
7
号
議
案
で
あ
る
三
四

会
入
会
者
に
つ
い
て
、
リ
ー

啓
子
副
会
長
（
60
回
）
よ
り

城
武
卓
君
、
森
山
泰
君
の
入

会
が
定
例
理
事
会
で
承
認
さ

て
い
た
だ
い
た
三
四
会
員
の

皆
様
へ
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
卒
業
学
年
、
各
地

区
の
支
部
、
教
室
・
教
室
同

窓
会
へ
さ
ら
な
る
ご
協
力
の

呼
び
か
け
を
し
て
お
り
ま

す
。
残
す
期
間
3
年
を
切

い
る
募
金
30
億
円
に
は
、
ま

だ
道
半
ば
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
一
層
の
ご
協
力
と
皆
様
の

ご
努
力
が
必
要
な
状
況
で

す
。
6
月
末
ま
で
の
三
四
会

の
募
金
は
総
額
で
9
億
３
２

０
０
万
円
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
既
に
募
金
を
し

り
、
三
四
会
員
の
夢
と
将
来

の
高
度
医
療
へ
の
期
待
の
た

め
に
、
是
非
ご
協
力
の
程
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
三
四
会
新
病
院
棟
建
設
募

　

金
委
員
会 

委
員
長

�

末
岡　

浩　

59
回
）

　

既
に
ご
案
内
の
方
々
も
多

い
か
と
思
う
が
、
こ
の
た
び

（
平
成
27
年
３
月
）、「
医
師

国
家
試
験
改
善
検
討
部
会
」

よ
り
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。

　

近
年
で
は
、
概
ね
４
年
に

１
度
の
頻
度
で
こ
の
よ
う
な

報
告
書
が
出
さ
れ
て
、
今
後

の
医
師
国
家
試
験
の
内
容
に

つ
い
て
、
一
定
の
見
直
し
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
点
の
主
た
る

も
の
と
し
て
、「
必
修
以
外

の
一
般
問
題
」
に
つ
い
て
の

出
題
数
が
見
直
さ
れ
、
現
行

の
２
０
０
題
か
ら
１
０
０
題

へ
縮
小
さ
れ
る
方
向
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
見
直
し
が
な

さ
れ
れ
ば
、
試
験
日
数
も
現

行
の
計
３
日
間
か
ら
２
日
間

へ
の
短
縮
の
可
能
性
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
…
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

見
直
し
の
背
景
に
つ
い

て
、
端
的
に
言
う
と
、
卒
前

教
育
に
お
い
て
、
臨
床
実
習

開
始
前
に
基
礎
的
知
識
を
問

う
「
共
用
試
験
」
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
も
普
及
度
合

い
も
充
実
さ
れ
て
き
て
い
る

現
状
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、

医
学
生
の
基
本
的
な
知
識
も

担
保
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
、
出
題
傾
向
と
し

て
は
「
臨
床
実
地
問
題
」
に

よ
り
重
点
を
置
く
こ
と
と
す

る
…
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
見
直
し
は
、

平
成
30
年
の
第
１
１
２
回
医

師
国
家
試
験
か
ら
実
施
予
定

で
あ
り
、
こ
の
報
告
書
に
つ

い
て
追
記
す
る
な
ら
ば
、
医

師
国
家
試
験
へ
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
卒
前
教
育
に
お
け
る
臨
床

実
習
終
了
時
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
導

入
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
再

度
検
討
…
と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
も
方
向
性
と
し
て

は
、
的
を
射
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
10

数
年
間
の
医
学
教
育
や
卒
後

教
育（
卒
後
臨
床
研
修
等
々
）

の
シ
ス
テ
ム
的
な
面
で
の
進

展
等
は
、（
種
々
の
議
論
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
）
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

ろ
う
。

　

一
方
、見
方
を
変
え
る
と
、

他
の
学
部
や
他
の
職
種
と
比

べ
た
場
合
、
医
学
部
生
や
若

手
の
医
師
の
教
育
の
充
実
度

合
い
が
、
顕
著
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ

の
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、

医
師
に
対
す
る
社
会
か
ら
の

期
待
・
要
請
が
よ
り
強
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状

で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
も
十
分

に
勘
案
さ
れ
つ
つ
、
今
後
の

医
学
部
教
育
、
卒
後
教
育
が

よ
り
一
層
充
実
・
展
開
さ
れ

て
い
く
よ
う
願
う
次
第
で
あ

る
。

（
厚
生
労
働
省
医
政
局

医
事
課
長

�

渡
辺
真
俊　

 

71
回
）

募
金
ポ
ス
タ
ー

三
四
会
奨
励
賞
受
賞
者
た
ち

三
四
会
社
会
功
労
賞
を
受
賞
し
た
三
田
村
君

慶
應
義
塾
大
学
病
院
新
病
院
棟
建
設
事
業
募
金
で
は
、
ご
寄
付
の

累
計
額
が
１
０
０
万
円
以
上
の
募
金
者
の
お
名
前
が
銘
板
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。（
写
真
は
慶
應
義
塾
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
募
金

寄
付
者
銘
板
）

評
議
員
会
の
様
子

　

昨
今
巷
で
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ

は
以
前
か
ら
あ
っ
た
所
得

税
と
個
人
住
民
税
の
寄
付

金
控
除
に
、
さ
ら
に
個
人

住
民
税
の
寄
付
金
控
除
の

特
例
が
上
乗
せ
さ
れ
た
も

の
で
、
寄
付
金
総
額
の
上

限
（
住
民
税
特
例
分
は
住

民
税
の
10
％
が
限
度
、
た

だ
し
来
年
度
か
ら
は
20
％

に
）
は
あ
る
も
の
の
、
実

質
的
に
住
所
地
の
自
治
体

に
本
来
支
払
う
べ
き
個
人

住
民
税
の
負
担
が
、
こ
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
金

額
に
応
じ
て
ほ
ぼ
軽
減
さ

れ
る
と
い
う
仕
組
み
で

す
。
ま
た
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
納
税
先
（
実
は
寄

付
金
納
入
先
）
は
自
分
の

出
身
地
の
自
治
体
で
あ
る

必
要
は
な
く
、
こ
の
制
度

を
施
行
し
て
い
る
自
治
体

の
中
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

寄
付
す
る
側
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
寄
付
し
た

自
治
体
か
ら
特
典
と
し
て

特
産
品
（
く
だ
も
の
や
肉

類
、
魚
介
類
な
ど
の
農
産

水
産
物
や
加
工
品
等
）
を

獲
得
で
き
る
こ
と
に
あ

り
、
一
方
自
治
体
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
広
範
囲
か

ら
財
政
収
入
を
確
保
で
き

る
こ
と
と
特
典
の
提
供
に

よ
り
産
物
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

こ
と
に
あ
る
の
だ
そ
う
で

す
。

　

私
の
勤
務
す
る
川
崎
市

立
川
崎
病
院
の
若
手
三
四

会
員
で
あ
る
Ｐ
君
は
複
数

の
自
治
体
に
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
し
て
お
り
、
私

も
時
々
納
税
先
の
自
治
体

か
ら
彼
の
と
こ
ろ
に
送
っ

て
き
た
美
味
し
い
果
物
な

ど
の
お
相
伴
に
あ
ず
か
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
医
学
部
１
０
０

年
の
「
新
病
院
棟
建
設
事

業
募
金
」
に
つ
い
て
も
所

得
税
の
寄
付
金
控
除
と
個

人
住
民
税
の
寄
付
金
控
除

（
た
だ
し
慶
應
義
塾
を
控

除
対
象
法
人
と
し
て
い
る

自
治
体
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
が
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
よ
う
な
特
例
の
上

乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２

口
以
上
の
募
金
を
す
る
と

「
ダ
イ
ヤ
の
つ
い
た
純
金

の
ペ
ン
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
」

を
い
た
だ
け
ま
す
が
、
つ

け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
機

会
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
失
礼
、
結
構
き
れ
い

な
ガ
ラ
ス
玉
の
つ
い
た
金

色
の
ペ
ン
の
バ
ッ
ジ
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
新
病
院

棟
建
設
事
業
募
金
」
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
比

べ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
る
短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト

は
は
る
か
に
及
ば
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
が
、

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
募
金
を
し
な
い
選
択
を

す
る
こ
と
は
慶
應
医
学
の

こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
長
期

的
に
明
ら
か
な
デ
メ
リ
ッ

ト
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ

と
も
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
Ｐ
君
に
は
ぜ
ひ
長

岡
藩
の
米
百
俵
の
精
神
で

「
新
病
院
棟
建
設
事
業
募

金
」
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
所
属
す
る

麻
酔
学
教
室
は
１
９
５
５

年
３
月
に
天
野
道
之
助
助

教
授
（
１
９
６
１
年
３
月

教
授
就
任
）
の
も
と
に
開

講
し
、
本
年
で
60
周
年
と

な
り
ま
し
た
。
人
間
で
い

え
ば
還
暦
を
迎
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
去

る
５
月
23
日
に
60
周
年
記

念
祝
賀
会
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
盛
大
に
挙
行
し
た

50
周
年
記
念
祝
賀
会
と
異

な
り
、
今
回
は
同
窓
会
員

　

慶
應
医
学
の
次
の
世
紀

が
実
り
多
い
も
の
と
な
る

に
は
、
１
号
館
の
建
設
が

順
調
に
進
み
、
無
事
竣
工

す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
何
と
い
っ
て
も
募

金
額
が
目
標
を
上
回
る
必

を
中
心
と
し
た
会
と
し
、

戸
山
常
任
理
事
、
岡
野
医

学
部
長
、
大
家
副
院
長
、

お
よ
び
麻
酔
科
学
会
を
は

じ
め
関
係
学
会
の
理
事
長

の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
教
室
員
が
日

頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
関
連
病
院
の
院
長
の

方
々
に
も
多
数
お
い
で
い

た
だ
き
、
60
年
を
彩
る
さ

ま
ざ
ま
な
、
そ
し
て
懐
か

し
い
写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

再
来
年
２
０
１
７
年
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
慶

應
医
学
が
新
た
に
踏
み
出

す
１
０
０
年
の
な
か
で
、

教
室
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て

大
還
暦
（
１
２
０
歳
を
こ

の
よ
う
に
称
す
る
の
だ
そ

う
で
す
）
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
教
室
員
お
よ
び
同

窓
会
員
一
同
、
慶
應
医
学

の
発
展
の
た
め
に
寄
与
す

る
こ
と
を
改
め
て
心
に
誓

っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
新
病
院
棟
建
設
事
業

募
金
」
の
寄
付
金
控
除
特

典
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
比
べ
て
少
な
い
に
し
て

も
、
そ
れ
な
り
の
還
付
は

あ
り
ま
す
し
、
法
人
寄
付

は
１
０
０
％
損
金
と
し
て

計
上
で
き
る
方
法
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

募
金
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
慶
應
義
塾
基
金

室
（
０
３
︱
５
４
２
７
︱

１
８
９
８
）
ま
で
。

寄
付
は
、
第
１
０
０
回
日

本
皮
膚
科
学
会
総
会
で
当

時
皮
膚
科
学
教
授
で
い
ら

し
た
西
川
武
二
先
生
が
会

頭
を
務
め
ら
れ
た
と
き
。

私
は
開
業
し
て
間
も
な
く

で
、
借
金
は
あ
る
け
ど
…

と
い
う
状
態
で
し
た
が
、

何
よ
り
も
お
世
話
に
な
っ

た
慶
應
義
塾
大
学
皮
膚
科

教
室
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
学
会
が
盛
大
に
無
事

終
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
で
、
寄
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て

奮
発
し
た
寄
付
が
、
今
回

り
、
三
四
会
の
つ
な
が
り

で
お
世
話
に
な
っ
た
り
…

い
つ
か
、
こ
の
慶
應
義
塾

大
学
に
感
謝
の
気
持
ち
を

あ
ら
わ
し
た
い
な
、
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と

も
確
実
に
感
謝
の
気
持
ち

を
あ
ら
わ
す
手
段
、
ま
さ

に
そ
れ
が
寄
付
だ
と
思
い

ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
に
お
世

話
に
な
っ
た
、
と
い
う
気

持
ち
が
少
し
で
も
あ
れ

ば
、
寄
付
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
自
分
が
持
っ
て
い

る
大
切
な
お
金
の
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
も
寄
付
を
す
る

こ
と
で
、
母
校
の
お
役
に

た
て
る
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
見
返
り
は
期
待
で
き
な

い
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
己

満
足
的
な
事
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
個
人
で
大

学
に
貢
献
で
き
た
！
と
い

う
嬉
し
さ
は
、
何
事
に
も

変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
幸

せ
は
、
寄
付
を
し
た
か
ら

こ
そ
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
回
寄
付
を
す
る
こ
と

　

生
ま
れ
て
初
め
て
寄
付

を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
か
？　

私
は
、
赤
い

羽
根
募
金
。
ド
キ
ド
キ
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
募
金
を

し
て
、
赤
い
羽
根
を
胸
に

つ
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
社
会
人
に
な
っ
て
、

す
な
わ
ち
医
師
に
な
っ

て
、
部
活
の
後
輩
へ
寄

付
、
ユ
ニ
セ
フ
へ
寄
付
、

被
災
者
へ
の
義
援
金
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
寄
付

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

思
い
切
っ
て
奮
発
し
た

の
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

寄
付
で
す
。

　

実
は
、
私
の
小
中
高
は

国
公
立
で
し
か
も
転
勤
族

で
、
大
学
で
初
め
て
私
学

に
入
り
ま
し
た
。
在
学
な

ら
び
に
在
職
中
は
、
あ
ま

り
母
校
へ
の
思
い
入
れ
が

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

開
業
し
て
み
て
初
め
て
、

慶
應
義
塾
大
学
と
い
う
看

板
の
す
ご
さ
を
知
り
ま
し

た
。
地
域
の
慶
應
義
塾
大

学
卒
業
の
方
々
が
、
学
部

を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
お
世

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
き

っ
か
け
に
、
同
級
生
の
存

在
が
あ
り
ま
す
。
65
回
生

で
寄
付
集
め
を
頑
張
っ
て

い
る
黒
瀬
君
や
楠
山
君
に

刺
激
さ
れ
、
そ
れ
で
は
私

も
寄
付
を
！
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
や
医
局
の
集
ま
り
で
寄

付
の
事
が
気
軽
な
話
題
に

な
る
と
、
み
ん
な
も
寄
付

し
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分

も
し
て
み
よ
う
か
な
〜
と

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
汗
水
流
し
て
働
い

て
得
た
大
切
な
お
金
を
寄

付
す
る
の
で
す
か
ら
、
寄

付
を
受
け
取
る
方
の
責
任

は
重
大
だ
と
思
い
ま
す
。

寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

一
人
一
人
の
思
い
を
お
金

と
一
緒
に
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
一
円
の
無
駄
も
な
く

大
学
の
発
展
の
た
め
に
お

役
立
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

ピ
ン
バ
ッ
ジ
と
ふ
る
さ
と
特
産
品

増
田 

純
一（
麻
53
回
）

川
崎
市
立
川
崎
病
院 

院
長

感
謝
の
気
持
ち
を

あ
ら
わ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
手
段

野
村 

有
子（
皮
65
回
）

野
村
皮
膚
科
医
院 

院
長

慶應義塾大学医学部三四会
平成27年度定例評議員会報告

平
成
27
年
度
三
四
会
社
会
功
労
賞

平
成
27
年
度
三
四
会
奨
励
賞

〈
臨
床
分
野
〉

〈
基
礎
分
野
〉

三
田
村
秀
雄

武
内 

俊
樹

林
　 

　
香

栗
原 

俊
英

片
岡 

雅
晴

松
本 

一
宏

下
田 

将
之

（
内
53
回
）

（
児
81
回
）

（
内
83
回
）

（
眼
80
相
当
）

（
内
81
回
）

（
泌
80
回
）

（
病
理
79
回
）

「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
た
救
命
法
の
普
及
啓
発
活
動
」

「
新
生
仔
低
酸
素
虚
血
に
対
す
る

低
体
温
療
法
は
、ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
低
下
と
カ
ル
ニ
チ
ン
増
加
に
よ

っ
て
脳
保
護
効
果
を
も
た
ら
す
」

「
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
お
よ
び
ヒ
ト
腎

生
検
検
体
を
用
い
た
糸
球
体
ポ
ド

サ
イ
ト
に
お
け
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ

ィ
ッ
ク
調
節
機
構
の
検
討
」

「
血
管
内
皮
増
殖
因
子（VEGF

）の

網
膜
に
お
け
る
生
理
的
役
割
の
解
明
」

「
世
界
に
先
駆
け
た
経
皮
的
肺
動

脈
形
成
術
の
開
発
と
発
展

�

︱
難
病
疾
患
治
療
へ
も
た
ら
し
た
　
　

�

劇
的
な
変
革
︱
」

「
泌
尿
器
が
ん
の
生
物
学
的
特
徴

を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映
す
る
た

め
の
多
施
設
共
同
研
究
」 

「
癌
関
連
線
維
芽
細
胞
形
質
獲
得

に
関
わ
る
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
分
子
の
機
能

解
析
」

【募金の仕方について】
　①　分割払いが可能です。
　②　クレジット払いが可能です。
　③　慶應義塾教職員の方は、給与天引きが可能です。
　④　税法上の優遇措置：法人の場合は、全額損金算入が可能です。
　　　（日本私立学校振興・共済事業団を通じて慶應義塾へ寄付）

【三四会募金委員会事務局からのお知らせ】
募金払込用紙、自動払込申込書、その他募金に関する
お問い合わせ窓口
　◇慶應義塾基金室
　　TEL：03-5427-1898／FAX：03-5427-1546
　　E-mail ：kikin-box@adst.keio.ac.jp
募金に関するご意見・ご要望をお寄せ下さい。
　◇三四会募金推進室　（2号館11階）
　　専用TEL/FAX：03-3356-5568
　　E-mail ：shintoubokin@sanshikai.jp� 事務局：黒田


